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お
ほ
ら
か
に
何
の
鳥
．
か
も
谷
あ
ひ
の

円
き
杉
の
闘
を
ま
ひ
う
つ
り
た
る

欠
　
k
噸

4
一
　
　
ブ

世
代
窟
越
え
て

　　

@
楽
し
3
ま
し
た

　
ム
フ
年
で
第
一
二
回
を
迎
え
た
一
二
世
代
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
五
月
十
四
□
町
総
ム
ロ

ク
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
各
地
区
か
ら
四
十

七
チ
ー
▲
五
百
五
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
初
め
は
思
っ
た
よ
う
に
い
か
す
戸
惑
っ

て
い
た
子
ど
も
た
5
も
＼
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
試

ム
ロ
を
重
ね
る
笛
に
上
達
し
て
い
ま
し
た
。

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝
　
　
　
仲
深
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
羽
坂
チ
ー
▲

一一

鼈
ﾊ
　
　
　
寺
迫
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
福
瀬
チ
ー
▲

‘
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「町報とうこう」は再生紙を使用しています＠



　　　　　　　　　巳③鞘8ご’り

熊山に防災行政無線申継眉誰置

鞠暑罷器

　町では、平成6年度の事業として防災行政無線の整備を行い、熊山のテレビ局中継所横に防災行政無線の中継局を

整備し、4月から供用を開始しました，総事業費は4，600万円，

　従来の無線は、役場庁舎から電波を発していたため、山間部では無線の交信ができないところもありましたが、熊

山に中継局を設置したことにより、町内のほとんどの地区と役場が交信できるようになりました。

　ただし、越表、下渡川及び寺迫については、なお電波が弱いため代表的な集会所に屋外アンテナを設置し、内部の

無線機で交信できる集落可搬型無線機を備えたほか、消防関係を中心に無線機計37台を配備しました．

　これから雨期及び台風シーズンを迎えますが、災害を未然に防ぐ対策用として活用され、また、万一災害が発生し

ても迅速な連絡体制が確立されることになります。

消防活動がスムーズになります

　従来は役場から離れた地区で火災等が発生した際、

災害現場と役場との交信が不十分で、現場の状況を役

場へ連絡するのに手間取ることもありましたが、今回

　遠

　t
直野消防団長

防災行政無線中継局の整備により情報伝達が速やかに図れるようにな

り、消防活動が円滑になるものと期待しています，

　また、無線機も新しく更新された上に台数も増え、消防団としても

これを有意義に活用できる組織づくりに努めてまいりたいと思います、

▲
役
場
会
議
室
で
の
検
討
会
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害
危
険
箇
所
を
調
査

　
雨
期
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
町
で
は
四
月
十
八
日
、
急

傾
斜
地
等
の
災
害
危
険
箇
所
を
調
査
・
点
検
し
ま
し
た
、

　
こ
の
調
査
は
、
日
向
警
察
署
、
日
向
土
木
事
務
所
、
東
臼
杵

　
　
　
謄
　
ゲ
　
　
」
　
「
　
　
　
農
林
振
興
局
及
び
日
向
市
消

　
　
　
じ
ぞ
　
じ
じ
じ

璽
　
饗
、
　
防
本
部
等
の
防
綜
火
関
係
機
関

弩
．

、
鞄
－ Ψ

》
　
レ
き

か
ら
も
協
力
を
得
て
実
施
さ

れ
、
点
検
後
は
役
場
会
議
室

で
検
討
会
を
行
い
、
防
災
対

策
に
対
す
る
債
極
的
な
意
見

が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

集
落
可
搬
型

　
山
ノ
ロ
集
落
セ
ン
タ
ー

（
　
越
表
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
下
渡
川
集
会
所

　　嚢
鱗
　　駅

鍵
　　闘置
樺．　響覧

携帯型
　　　10W
（役場4台）

※
中
継
局
を
経
由
し
て
も
電
波

　
の
弱
い
3
地
区
に
つ
い
て
は

集
会
施
設
に
屋
外
ア
ン
テ
ナ

を
設
置
し
て
室
内
へ
接
続
。

、

、

＼

　、

跨獣

熊山中継局

　　　　　　　塑8ζη囲

標高
621．9m

役場基地局

牽螂町役場

携帯牝w（各消防部長　　　12台役場4台）

翻

／

庁用車 i車輻型1台車携帯型1台）

積載車（車携帯型12台）

消防団の全積載車に配備

※車から離れて使用する際は、

　携帯型としても使用できま

　す。
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亀
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白白ど

　
ご
み
の
減
量
化
と
再
利
用
・
資
源

化
を
目
的
に
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
「
占
紙
回
収
」
事
業
の
内
容
を

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

持時とと
ち　 ＿

込　 一
ち間ろき

五
月
か
ら
毎
月
第
三
日
曜
日

羽
坂
不
燃
物
処
理
場
内

九
時
か
ら
十
五
時

登
録
団
体
及
び
個
人

　
登
録
さ
れ
た
回
収
団
体

に
は
、
今
ま
で
ど
お
り
㎏

当
り
五
円
の
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
．
、
昨
年
度
取

り
組
ん
だ
組
合
や
子
供
会

の
話
を
聞
く
と
、
「
軽
ト
ラ

ッ
ク
一
台
分
は
す
ぐ
集
ま

る
か
ら
、
い
い
資
金
稼
ぎ

に
な
り
ま
し
た
。
」
と
い
う

報
告
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
同
時
に
、
「
月
曜

日
と
い
う
回
収
日
は
、
な

か
な
か
取
り
組
め
な
く
て
。
」

と
い
う
意
見
も
多
く
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
登
録
団

体
が
も
っ
と
増
え
る
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。

禽

※
個
人
持
ち
込
み
の
方
に
は
補
助
金

　
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

分
別
の
徹
底
を
！

　
古
紙
回
収
、
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は

左
表
の
よ
う
に
分
別
を
徹
底
し
な
い

と
価
値
が
な
く
な
り
ま
す
。
分
別
し

っ
て
、
回
収
し
て
、
ま
た
使
う
”
、

こ
の
流
れ
を
く
り
返
し
て
こ
そ
、
リ

サ
イ
ク
ル
の
輪
は
初
め
て
つ
な
が
る

の
で
す
。

宙紙回収は

　富月第2目躍目に変わります

生まれ変わります

暢押」誌く多7＠≦蓼，

ρ翻　嚇潔
ダ
ト

洗剤
　　等の箱
　靴 幽騨＆
謄，べ．パー夢瞭∋

ひも類で十字：にくくる
i解けないように〕

新聞紙・チラシ

ダンボール・紙箱

分
　
別
　
の
　
方
　
法

雑誌・週刊誌・
Jタログ・参考書

コピー用紙

牛乳パノク
i水洗いしたもの）

※混入禁止一一般ごみ、ナイロン、発泡スチロール、布

※持ち込み禁止一雨や水に濡れたもの

持ち込み方法

補助金

リサイク

ル業者
古紙
業者

●グリーンマークは「古紙再生

　製品」のマーク。

●このマークの家庭用品や学用

　品を、積極的に使いましょう。

羽坂不燃物
処　理　場

回収
団体

計量

家庭

家庭

家庭

ト
。
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ヨ綿
　　　大人1人15ヵ月分

個人

て
こ
そ
り
サ
イ
ク
ル
ノ
．
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
「
混
入
禁
止
」
に
も
注
意

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

使
わ
な
け
れ
ば
、
リ
サ
イ

ク
ル
の
輪
は
途
切
れ
ま
す

　
紙
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
は
、
古
紙
を

回
収
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
”
使
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ず
り
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牛乳
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騨－霧

今
年
か
ら

人
何
点
で
も
心
募
で
き
ま
す

第
4
回
東
郷
町
観
光
協
会

　　

@
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

　
「
豊
か
で
活
力
あ
る
町
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
に
、
東
郷
町
特
有

の
美
し
い
自
然
・
歴
史
・
民
俗
・
文
化
な
ど
写
真
を
通
じ
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
こ
う
と
い
う
目
的
で
開
催
し
ま
す
。

募
集
要
項

一、

闕
ﾞ

　
牧
水
の
ふ
る
さ
と
東
郷
町
の
恵
ま

れ
た
自
然
や
風
景
、
イ
ベ
ン
ト
等
。

二
、
応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

三
、
賞

　
・
金
賞
（
一
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
十
万
円

　
・
銀
賞
（
二
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
三
万
円

　
・
銅
賞
（
三
名
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
一
万
円

　
・
入
選
（
三
十
）

　
　
賞
状
及
び
賞
金
三
千
円

　
※
入
賞
は
、
一
人
一
反
と
し
ま
す
。

　
・
参
加
賞

　
　
出
品
者
全
員
に
参
加
賞
を
さ

　
し
あ
げ
ま
す
。

四
、
入
賞
発
表
・
表
彰

平
成
七
年
九
月
十
七
日

　
　
　
　
　
（
牧
水
祭
当
日
）

五
、
応
募
規
定

　
・
応
募
サ
イ
ズ

　
　
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

　
　
の
単
写
真
。

　
　
　
（
ワ
イ
ド
四
ツ
切
り
可
）

　
　
※
念
入
り
等
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
・
応
募
点
数

　
　
　
一
人
元
仁
で
も
応
募
で
き
ま

　
す
。

　
・
記
載
事
項

　
　
作
品
の
裏
に
、
題
名
・
撮
影

　
年
月
日
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

　
住
所
・
電
話
番
号
・
撮
影
場
所

　
を
記
入
し
た
応
募
票
（
自
作
）

　
を
セ
ロ
テ
ー
プ
で
貼
付
す
る
。

六
、
応
募
締
切

　
八
月
三
十
一
日
（
木
）
当
日
消
印
有
効

七
、
送
り
先

　
〒
8
8
3
1
0
2

　
東
郷
町
大
字
坪
谷
一
二
六
七
番
地

　
東
郷
町
観
光
協
会

　
「
牧
水
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

　
・
詳
し
く
は
含
6
9
－
7
7
2
0
へ

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉
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馬
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ρ

鐸
蓑
漆
ρ
嚢
聡
智
寄
葵
・
董
業
遷
叢
事
窒
嗅
三
，
ヨ
ぎ
～
t

分自身の樋ノの中に豊かさを自

　霜矢．Ei本人が／995圧のξ峯を悉い士すと、弓まηレジ．…三餐と」て蒙ってくると「蚤

います。阪神大雲煙及び地下鉄「ナソン三下は．≡本の終載後50三の童歪の」で，寺に

ひどい事なでした。この2つは、El本玉民のしに刻み込まれるもの…こなるとジうの1δ：

≡い過ぎではな．’と馬．、ます。

　くE∋り7ヨ．葎馬市は大旭霧に貝舞われま4た。言じられないくらい多くの死亡者及

ひ負傷者を二し．全玉戻はひどい災害に大きなシ≡ソクを受けま4た。神Fモ及び神

Pの効外は少」すつ孕常の伏態に戻っで、、ますが．地震で亡くなった方の家族や友達

は．以…読と司ご肩神状態に翼れなし、と思います。建造物は簡蛍に再建することができ

るけれど．入間の…ご．は元通りになりまぜん。アイルランにでは地震とのうものはない

のて来ヨするまで地霧の怖さを分かっていまぜんでした。

　り995圧の士来事と」てはっきり記億に残るも①ま地震の件だづ．ではなく．世果〔Pで

も大きな話題こなった地下鉄ザソン事牛です。地震のような自黙災害は入闘が支配で

きな．ジ．ことなので工塩球の優」さに任ぜること4かしようがないと思います。自殊災害

と違って、人閤自らの手で、あるいは入間の過激的な考え万によった罪のない人が殺

されるの．ま監弁づできないことです。通勤者は安魁）て仕事に行きた1：、、のでしょうけ

ど、この事牛があってからは不安な気持ぢを抱きながら電車や地下鉄に渠り込むと思
し、ます。

　80年代まで：こ≡本とジ．う玉は経済大玉になってきました。これまでこの成」得た経

済方こよって粛白至上主義鈎な考え方がヨ本人の中で育って来たと思い．ます。ものは

簡垂に買えるけれど矯神醜な豊かさはお金で買えないものです。それで生窪への溝量

感を求めて手マな宗教へ走る若者も多いことと思し、ます。4かし、社会人と」て雪の

幸ぜをi頼うためには、心心が自分の生活の中で魂の豊かさを見つけな：ナれ．まならな：、～

と思います。

・｝“蝋画噸．嬬襯凝翁忌弊》姻｝噸駅隔鍵秘強擁「蟹・侮「「サ、琴ζダ嫁鞍鮨・洩∴軟ポ鴫瞬率＝「薯1拷f叡窟鉢嘱儲，．・曜

「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
発
見
の
旅
」

【
旅
行
記
】
　
1
0

　
八
月
一
日
（
晴
）

　
今
日
は
、
昨
日
と
同
じ
く
観
光
バ

ス
に
て
．
バ
リ
市
内
の
研
修
で
あ
る
。

　
世
界
的
な
美
術
品
が
納
め
ら
れ
て

い
る
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
は
、
世
界
中

か
ら
の
人
達
の
観
光
地
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
美
術
館
内
で
は
数

多
く
の
美
術
品
の
中
で
も
ミ
ロ
の
ビ

ー
ナ
ス
、
モ
ナ
リ
ザ
の
人
気
は
凄
い

も
の
で
、
人
の
山
で
鑑
賞
す
る
と
言

う
よ
り
も
眺
め
た
だ
け
で
あ
っ
た
．
．

　
」
お
お
ー
シ
ャ
ン
ゼ
リ
！
ゼ
」
と

歌
わ
れ
る
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
、
そ

の
先
に
あ
る
凱
旋
門
、
写
真
に
納
め

よ
う
と
し
て
も
全
景
を
納
め
切
れ
な

い
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
、
昔
見
た
映
画
の

「
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
せ
む
し
男
」
の
舞

台
と
な
っ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
。

こ
れ
ら
は
パ
リ
市
内
の
中
央
を
ゆ
っ

た
り
と
流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
沿
い
に
あ

▲シャンゼリゼ通り、奥に見える
　のが凱旋門

教
育
委
員
会
海
野
誓
生

左
、
矢
野
か
す
み
　
右
、
黒
木
梓

一一▲エッフェル塔をバックに

る
。
芸
術
の
町
、
華
や
か
な
町
が
こ

の
流
れ
と
溶
け
込
ん
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の

．
バ
リ
で
の
研
修
は
、
生
徒
た
ち
の
心

を
弾
ま
せ
た
に
違
い
な
い
。
恥
ず
か

し
な
が
ら
私
自
身
、
華
や
い
だ
気
分

に
な
り
、
興
奮
気
味
な
】
夜
で
あ
っ

た
。

　
八
月
一
一
日
（
晴
）

　
い
よ
い
よ
私
達
の
『
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
発
見
の
旅
』
も
終
わ
り
に
近
づ
い

た
。
八
7
日
は
、
い
よ
い
よ
帰
途
の
日

で
あ
る
、
朝
早
く
．
パ
リ
を
発
っ
て
ロ

ン
ド
ン
に
向
か
っ
た
．
エ
デ
ル
は
、

ロ
ン
ド
ン
で
降
り
た
．
空
港
内
で
の

日
本
へ
向
か
う
飛
行
機
の
塔
乗
手
続

は
エ
デ
ル
は
い
な
い
し
、
時
間
も
な

く
大
変
で
あ
っ
た
．
．
身
ぶ
り
手
ぶ
り

垢
、
搭
乗
手
続
を
済
ま
せ
、
全
貝
無
事

に
飛
行
機
に
乗
り
込
ん
だ
．
後
は
ト

ニ
時
間
後
に
日
本
に
着
く
の
を
待
つ

ば
か
り
で
あ
る
．

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲2111（14＞まで〉



1　⑥
．

．
冷
一

い
、

噺
う
｝

㌘
一謝灘まち0～アルバム濃

ツ

「

感

ゼ

／

／　1年間ご苦労をおかけします

　　　　　　一区長・組合長合同会議一

一　　平成7年度の区長、組合艮の合同会議が中央公民館で　開催され、役場各担当課からの1年間の行事等の説明

　に出席．者はメモを取りながら熱心に聞き入っていました、

　　今後1年間、各種連絡事項に忙しくなると思いますが

　よろしくお願いします．

叢薄軍コ【翼【ーコ「三．夏．ヌ【葦互：．耳．璽【互璽と：τ翅「1【至x一重一夏．三一－三「言婁重nHπ【

｝
－■竃■－．

　
1

　
．x二－．】【

｝π
－】［】【■

　　連休中約1万人の観光客

　　　　　一牧水公園一
4月29日土～5月7日日

　ゴールデンウィーク期間中、牧水公園には町内外から、

約1万人の観光客が訪れました．

　あいにく前半は雨にたたられましたが、5月3日から

天気が回復すると、心地よい風に誘われるように多くの

マイカーが駐車場を埋めました＝

　写真は貸コテージを利用した早野さん．延岡市、山本

さん1日1互市　ご一家．

ζ
壕
痛

監伽
．一層弱輩／

懸盤
三竃茎．至星茎軍豆m亙． O毫－．皿－一■夏至

｝
躍一＝コ璽－－＝【］［一【π．■－7圧【．】［茎コ［＝＝【コ【－享■．

　｝
11

　　まぶしい新緑の風の中

　　　一こいのぼり運動会一

5月2日火～8日月1

　　大空を泳ぐ鯉のぼりのように力強く育ってほしい　と

のう願いを込めて、町内のほとんどの小学佼でこいのぼ

り運動会が行われました．

　運動会は1～2時間程度でしたが、すがすがしい気候

の中、みんなノ亡気いっぱいがんばりました．

－－．五＝皿＝【■璽ニコ【．コ【－＝璽］【夏－皿夏藍互粟n

　
－■コ【－

　
II■■コ［一r■星－－－ーコ［n7－夏【

　
1

｝
【】［－］「】【－－．■翼

　　バー・レー隊が交通安全をPR

　　　　　　　　春の交通安全運動一

　5月11日木

　春の交通安全運動の行事の一．一環として、各小学校が独

自に考えた交通安全宣言文の伝達を町長にt札て行いま

したが、その伝達与法に町内のハーレー所有者が．・没買

いました．

　町内広報を行いながら各・」・学校を廻って宣言文を受領

し、町長に届けたハーレー隊は、へ重原の高山操さん、

撚轡礒胤・榔瞬木三郎さ款銘鋳／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／≧「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　』

＼
★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲2111（14）まで〉

⑦勿雛】r弓こ一’う

一矯　　　　東郷町詠
の
り
　
　
　
こ

文
子
さ
ん
（
5
1
歳
）

奈
須
）

雪轡、

o
出
身
地

　
　
羽
坂
　
日
下
道

。
生
年
月
日

　
　
昭
和
十
八
年
十
二
月
二
十
日

O
実
家
の
現
在
の
世
帯
主

　
　
奈
須
熊
雄
さ
ん
（
兄
）

○
現
在
の
住
所

　
　
日
向
市
本
町

　
現
在
、
ご
主
人
の
経
営
す
る
㈲
是

沢
印
刷
で
営
業
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
文
子
さ
ん
。

　
三
人
の
子
供
さ
ん
の
う
ち
二
人
は

す
で
に
社
会
人
と
な
り
、
末
っ
子
の

二
女
の
方
が
高
校
二
年
生
だ
そ
う
で

す
。
今
の
楽
し
み
は
、
ご
主
人
と
一

緒
に
時
々
飲
み
に
行
く
こ
と
だ
と
笑

っ
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
は
い

　
私
は
商
売
柄
、
三
郷
の
各
町
村
の

イ
ベ
ン
ト
を
訪
れ
る
機
会
が
多
く
な

り
ま
す
。
椎
葉
の
平
家
ま
つ
り
、
南

郷
の
百
済
ま
つ
り
、
西
郷
の
御
田
祭
、

北
郷
の
星
の
ふ
る
里
カ
ー
ニ
バ
ル
等

ど
の
町
村
も
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
県

内
外
か
ら
人
々
の
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

★
☆
み
3
さ
と
6
思
い
出
歯
な
し
☆
★

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ワ
サ
ワ
と
水
の
流
れ
る
音
が
好
き

つ
も
輝
い
τ

　
車
で
東
郷
に
向
か
う
途
中
、
季
節

ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
思
い
出
し

ま
す
。
ワ
ラ
ビ
取
り
に
近
所
の
姉
さ

ん
や
友
達
と
日
曜
日
の
た
び
に
野
山

を
駆
け
回
っ
た
こ
と
。
か
ら
い
も
の

ね
っ
た
く
り
を
に
ぎ
り
団
子
に
し
て
、

高
菜
葉
の
漬
物
と
一
緒
に
山
で
食
べ

た
こ
と
、
ま
た
そ
の
お
い
し
さ
。
山

つ
つ
じ
ゃ
か
ん
こ
つ
つ
じ
の
花
を
枝

折
り
に
し
て
持
っ
て
帰
り
、
家
の
裏

の
水
タ
ン
ク
に
つ
け
た
こ
と
。

　
そ
ん
な
思
い
出
を
辿
っ
て
、
ま
た

野
山
を
散
呈
し
た
い
と
は
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
時
間
と
心
に
余
裕
が
な
く

行
け
な
い
で
い
ま
す
。

　
私
は
、
幼
い
頃
か
ら
水
が
石
の
間

を
流
れ
る
「
サ
ワ
サ
ワ
」
と
い
う
や

さ
し
い
音
が
好
き
で
、
子
供
の
頃
、

親
に
連
れ
ら
れ
て
ナ
バ
採
り
に
行
く

途
中
、
谷
川
を
渡
る
碧
水
が
石
を
ま

る
く
越
え
る
音
に
聞
き
入
っ
て
前
に

　
　
　
い
＝
ほ
し
い

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
主
催
の
文
化
祭
を
は
じ
め

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
も
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
若
い
方

た
ち
の
団
結
力
あ
る
プ
レ
ー
に
接
す

る
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し
行
政
側

進
ま
ず
、
「
早
く
行
か
ん
か
」
と
親
に

叱
ら
れ
た
り
、
坪
谷
川
で
水
あ
べ
に

行
き
、
泳
ぎ
疲
れ
た
ら
川
原
の
石
の

上
に
寝
こ
ろ
ん
で
川
の
流
れ
る
音
を

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
今
も
東
郷
に
行
く
と
、
新
東
郷
橋

の
手
前
に
車
を
止
め
、
橋
の
上
に
立

っ
て
水
の
音
を
聞
く
の
が
大
好
き
で

す
。　

＜
文
子
さ
ん
の
好
き
な
風
景

が
「
活
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

に
力
を
入
れ
、
牧
水
祭
を
充
実
さ
せ

る
等
、
目
玉
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
を
推

進
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
わ
が
ふ
る
さ
と
は
、
他
の
町
村
よ

り
も
輝
い
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

rgF　－　r一　「冨　’　層

位
置
知
ら
す
見
慣
れ
し
里
の
山
桜
朝

日
に
映
え
り
尾
根
の
か
げ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

霞
立
つ
春
の
杉
山
切
り
す
す
む
人
等

は
小
さ
く
遠
く
な
り
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

試
食
し
て
買
は
ず
に
去
り
し
主
婦
の

背
を
売
子
の
女
白
き
目
で
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
園
男

成
願
寺
の
新
し
き
鐘
鳴
り
響
く
山
に

郡
す
余
韻
の
長
し

　
　
　
　
　
　
　
　
植
田
　
イ
セ

鶯
の
冴
え
し
音
色
に
振
る
錠
を
止
め

て
聞
き
入
る
山
静
か
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
里
…
木
　
　
滉

雨
あ
が
り
陽
の
射
し
来
れ
ば
野
の
道

に
若
芽
伸
び
ゆ
き
草
い
き
れ
た
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

牛
飼
に
燃
え
て
過
ぎ
来
し
五
十
年
病

み
て
よ
り
子
の
望
み
さ
さ
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
久
子

半
世
紀
過
ぐ
る
に
勝
者
不
遜
な
り
原

爆
投
下
正
当
と
い
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
　
録
司

杉
苗
の
一
つ
一
つ
に
土
入
れ
て
石
多

き
山
も
美
馬
と
な
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
　
吉
市

待
ち
詫
び
し
冠
山
の
桜
花
年
古
り
賞

つ
る
倖
せ
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
都
甲
　
鶴
男

臨
終
に
遅
れ
て
握
る
弟
の
意
識
な
き

手
に
温
み
残
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
　
茂
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2111㈹まで〉



　　　　　　鞘8こ9’り⑧

　　　　☆★☆山陰保育園☆★☆

▼フェニックス自然動物園へ遠足

∴C㌃が犠
鷲
↑

顎雷1

盈
禰

　　　田野の
　谷ロ　蒔くん5歳、

父：谷口　博さん

母：　たずこさん
O好きな遊びは何ですか？

　サソカー

O大きくなったら何になり

　たいですか？

サ・カーの選手

軌遭

御

●

　　　　田野の
　黒田夏美さん・4歳

父：黒田　正さん

母：　　優子さん

○好きな遊びは何ですか？

　ままごと

O大きくなったら何になり

　たいですか？

　お花屋さん

ひ
メ　　　　　　艶

　　　　艶

▲フェニックス自然動物園のうさぎ

。
Y
．
7
●
Y
．
Y
●
Y
．
Y
．
7
．
Y
．
7
●
」
▼
．
†
。
Y
●
Y
●
Y
●
γ
●
γ
・
7
・
Y
・
Y
・
γ
。
韓
u
・
Y
●
Y
・
7
●
7
・
7
●
Y
・
Y
・
Y
∴
1
●
Y
∴
▼
●
7
●
7
●
▼
・
7
∴
▼
・
ヤ
●
7
∴
▼
●
7
●
7
●
7
●
Y
・
Y
●
7
9
マ

口紐壼一街桔唱題
蝋罰餓一運転に疲れた皆さん

ひと休みしませんか？

　「いこいの峠」

　ドライバーの休憩に利

用してもらうため、町は

このほど日向市境の国道

327号沿いに「いこい

の峠」を整備しました。

　普通車が約20台駐車で

き、トイレも備えた休憩

所で、夜間も利用できる

よう照明も付けられてい

ます。

　県の快適空間みやざき

創生事業の補助を受け、

事業費は1800万円でした。

圏
回
圃
回
覧
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
供
に
は
自
信
を
も
っ
て
接
し
よ
う

　
今
ま
で
素
直
で
あ
っ
た
子
供
が
、

声
変
わ
り
の
頃
か
ら

★
話
し
た
が
ら
な
い

★
】
緒
に
居
る
の
を
嫌
が
る

★
注
意
す
る
と
反
抗
的
に
な
る

等
の
態
度
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

★
知
ら
な
い
電
話
が
か
か
っ
て
く
る

★
家
に
居
る
の
か
、
居
な
い
の
か
わ

　
か
ら
な
い

★
金
使
い
が
荒
く
な
る

★
髪
型
等
に
気
を
使
い
過
ぎ
る

と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
ん
な
時
に
「
家

の
子
に
限
っ
て
」
と
親
は
甘
く
考
え

ま
す
。

　
仕
事
が
忙
し
い
と
言
っ
て
、
わ
が

子
と
の
対
話
を
な
く
し
、
「
勉
強
部
屋

が
非
行
の
た
ま
り
場
」
と
な
っ
て
い

る
の
に
気
づ
か
ず
に
「
家
の
子
に
限

っ
て
」
と
無
責
任
な
言
葉
だ
け
の
大

人
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
今
の
時
期
は
新
し
い
環
境
の
中
で

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
反
面
、
「
こ
ん

な
所
で
は
な
か
っ
た
」
と
反
問
す
る

こ
と
に
な
り
、
家
庭
で
は
話
相
手
も

い
な
く
、
つ
い
非
行
に
走
っ
て
家
出

と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
ま
す
．
．

◎
家
庭
で
は
、
隣
近
所
を
大
切
に
し

　
ま
し
ょ
う
．
、

◎
親
以
外
に
も
、
子
供
に
注
意
し
て

　
く
れ
る
人
を
多
く
作
り
ま
し
ょ
う
。

◎
一
日
に
「
回
は
家
族
皆
ん
な
で
食

　
事
し
ま
し
ト
小
う
．
旨

◎
日
頃
か
ら
年
上
（
先
輩
）
を
大
切

　
こ
し
ま
し
ょ
う
。

◎
不
幸
に
し
て
、
非
行
問
題
等
が
起

　
き
た
ら
直
ぐ
、
警
察
官
等
に
相
談

　
し
ま
し
よ
う
。

　
　
（
※
秘
密
は
絶
対
守
り
ま
す
）

　
こ
れ
か
ら
の
東
郷
町
を
背
負
っ
て

行
く
大
切
な
子
供
を
、
皆
ん
な
で
優

し
く
、
時
に
は
厳
し
く
自
信
を
も
っ

て
育
て
ま
し
ょ
う
．

宮崎県の非行少年等の補導状況（平成6年1月～12月）

平成6年 平門5年
増　　　減 備　　考

人 ％

犯罪少年 1，128 1，026 十102 一9．9

刑
法
犯
触法少年 182 293 一111 一37．9

計 1，310 1，319 一　　9 一〇．7

犯罪少年

@　↓
P4歳以f＝2U歳未

桙ﾄ刑法．その他

ﾁ別法の罪を犯
ｵた少年．

G法少年
@　↓

P4歳未満て刑罰

@令に触れる行
ﾗをした少年

犯罪少年 81 62 ＋　19 ＋30．6

特
別
法
触法少年 1 一　　1 一100

計 81 63 ＋　18 T28．6

合　計 1，391 1，382 †　　9 ＋0．7

1
文
責
　
東
郷
駐
在
所
　
久
保
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　　　　　　コ⑨鰯聾弓ご’り

知
っ
て
お
壱
た
い

県
知
事
選
挙

　　

@
投
票
日

　
今
月
で
4
回
と
な
る
選
挙
特
集
、

今
回
は
「
投
票
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
よ
う
．
、

　
Q
1
不
在
者
投
票
と
は
何
で
す
か

④
不
在
者
投
票
と
は
、
投
票
当
日

次
の
い
ず
れ
か
の
事
由
に
よ
り
投
票

所
へ
行
け
な
い
見
込
み
で
あ
る
選
挙

人
に
投
票
日
の
前
に
あ
ら
か
じ
め
投

票
さ
せ
る
制
度
で
す
．
．

ω
有
権
者
の
属
す
る
投
票
区
の
区
域

外
に
お
い
て
職
務
又
は
業
務
に
従
事

中
で
あ
る
べ
き
こ
と
。

図
や
む
を
得
な
い
用
務
又
は
事
故
の

た
め
そ
の
有
権
者
の
属
す
る
投
票
区

の
あ
る
市
町
村
の
区
域
外
に
旅
行
中

又
は
滞
在
中
で
あ
る
べ
き
こ
と

捌
疾
病
・
負
傷
・
妊
娠
・
老
衰
若
し

く
は
身
体
の
障
害
等
の
た
め
歩
行
が

著
し
く
困
難
で
あ
る
べ
き
こ
と
。

　
Q
2
代
理
投
票
と
は
何
で
す
か

の
選
挙
人
が
身
体
の
故
障
又
は
文

盲
に
よ
り
、
自
ら
、
投
票
用
紙
に
○

の
記
号
又
は
候
補
者
の
氏
名
等
を
記

載
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は

そ
の
選
挙
人
に
替
わ
っ
て
代
理
者
が

投
票
用
紙
に
記
載
す
る
投
票
の
方
法

耀
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　

7
月
9
日
旧

　
　
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
Q
3
同
時
選
挙
、
同
日
選
挙
等
の

　
　
場
合
に
、
投
票
箱
を
二
個
以
上
、
選

　
　
挙
の
種
類
に
よ
っ
て
別
々
に
投
票
用

　
　
紙
を
入
れ
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る

　
　
が
、
投
票
用
紙
を
入
れ
間
違
っ
て
投

　
　
票
し
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
場
で
投
票

　
　
箱
は
あ
け
て
、
入
れ
な
お
し
て
い
い

　
　
か
。

　
　
④
投
票
が
開
始
さ
れ
た
ら
、
ど
の

　
　
よ
う
な
理
由
が
あ
っ
て
も
途
中
で
投

　
　
票
箱
を
あ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

レ
平
成
六
年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ボ
ス

　
タ
ー
で
入
選
し
た
小
野
田
の
吉
田
由

　
紀
さ
ん
（
現
東
郷
中
一
年
）
の
作
品

9

⑯り
　
轍

　
　
　
　
　
　
今
回
は
、
部
分
入
れ

　
　
　
　
　
歯
の
お
手
入
れ
に
つ
い

　
　
　
　
　
て
説
明
し
ま
す
。
部
分

　
　
　
　
　
入
れ
歯
も
や
は
り
人
工

　
　
　
　
　
臓
器
で
あ
り
道
具
の
一

　
　
　
　
　
つ
で
す
か
ら
、
本
人
が

r
門
一
口
」
艮
垂
垂
．
巨
．
巨
、
匡
嘘
彗
堕
．
諺
．
甕
竺
．
葵
蓬
辱
一

尉科医師会だよ

　
　
　
　
　
う
ま
く
使
い
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
り

　
　
　
　
　
ま
せ
ん
。
毎
日
快
適
に
過
ご
し
て
い

　
　
　
　
　
　
た
だ
く
た
め
に
は
毎
日
の
お
手
入
れ

。
器
が
必
要
で
す
．

恥
離
“
　
　
　
ま
ず
は
食
後
で
す
が
、
食
後
に
は

　
　
勤
朋
　
　
必
ず
義
歯
を
外
し
て
清
潔
な
ブ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
で
清
掃
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
留
め
金
の
か
か
っ
て
い
る
残
存
歯
も

　
　
　
　
　
非
常
に
不
潔
に
な
り
や
す
く
、
ほ
お

　
　
　
　
　
　
っ
て
お
く
と
虫
歯
や
歯
周
疾
患
に
な

　
　
　
　
　
　
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
残
っ
て
い
る
歯

　
　
　
　
　
を
少
し
で
も
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
に

　
　
　
　
　
も
必
ず
丁
寧
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
る

　
　
　
　
　
　
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
ま
た
、
夜
の
保
管
方
法
で
す
が
、

…
表
紙
へ
牧
水
O
～
7
3
、
の
解
説
…

　
大
正
七
年
（
一
九
】
八
・
三
十
三

歳
）
五
月
、
牧
水
は
浜
松
・
京
都
と

巡
遊
し
、
比
叡
山
に
登
り
十
八
日
か

　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
タ
　
エ
　
ド

ら
数
日
間
山
上
の
古
寺
に
こ
も
り
ま

し
た
。
こ
の
表
紙
の
歌
「
お
ほ
ら
か

に
」
は
そ
の
時
の
作
で
第
十
三
歌
集

「
く
ろ
土
」
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
．

水
を
好
み
、
木
や
草
を
愛
し
た
牧
水

・
は
小
鳥
も
深
く
愛
し
ま
し
た
．
．

　
山
の
中
で
小
鳥
の
喘
ぎ
声
を
聞
く

の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、

木
々
の
間
を
飛
び
廻
る
鳥
の
姿
に
も

と
て
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
だ
か
ら
、
そ
の
飛
ぶ
姿
を
見
た

だ
け
で
す
ぐ
何
の
鳥
か
は
お
お
よ
そ

見
わ
け
が
っ
く
程
で
し
た
。

渡
　
邊
　
邦
　
彦

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
表
紙
の
歌
「
お

ほ
ら
か
に
何
の
鳥
か
も
谷
あ
ひ
の
大

　
　
　
チ
し
ゴ

き
杉
の
間
を
ま
ひ
う
つ
り
た
る
」
に

つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
「
お
ほ
ら
か
に
」
は
「
ゆ
っ
た
り

と
」
と
解
さ
れ
ま
す
か
ら
、
こ
の
鳥

は
あ
る
程
度
大
き
な
鳥
だ
っ
た
こ
と

が
判
り
ま
す
。
「
谷
間
の
大
き
な
杉

の
間
を
ゆ
っ
く
り
と
舞
い
う
つ
っ
て

い
た
鳥
、
あ
れ
は
い
っ
た
い
何
鳥
だ

っ
た
ろ
う
か
」
と
い
う
意
味
で
し
ょ

う
。
さ
す
が
の
牧
水
も
、
こ
の
時
は

そ
れ
が
何
鳥
か
判
ら
ず
、
ち
ょ
っ
と

気
に
な
っ
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が

夜
に
義
歯
を
装
着
し
た
ま
ま
休
ま
れ

る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
外
し
て
就
寝
さ
れ
る
ほ
う

が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
夜
間
に
義
歯

の
内
側
で
口
の
中
の
多
数
の
細
菌
群

が
爆
発
的
に
増
殖
し
て
、
歯
茎
が
赤

く
た
だ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
か

ら
で
す
。
入
れ
歯
洗
浄
剤
と
い
う
便

利
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
．

さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
義
歯
も
使
っ
て
い
る
間
に
変
化
し
．

た
り
、
口
の
中
の
状
態
も
変
化
し
て
一

い
き
ま
す
の
で
不
都
合
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
歯
科
医
院
で
調
整
や
検
査
一

を
し
て
く
だ
さ
い
。

え
ま
す
．
．

　
こ
の
よ
う
な
情
景
は
山
歩
き
を
し

た
こ
と
の
あ
る
皆
さ
ん
に
は
誰
し
も

経
験
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
歌
と
並
ん
で
詠
ん
で

い
る
作
を
紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
．

う
ち
ひ
ろ
げ
し
羽
根
は
ゆ
た
け
く

動
か
ず
て
大
杉
の
梢
を
ま
ひ
う
つ

る
鳥

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲2411（14）まで〉
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身
体
障
害
者

　
　
　
　
巡
回
相
談

　
身
体
に
何
ら
か
の
障
害
の
あ
る
方

が
、
身
体
障
害
者
手
帳
や
補
装
具
、

又
は
、
施
設
の
入
所
の
判
定
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
県
身
体
障
害
者
更

生
相
談
が
平
成
七
年
度
は
次
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

実施日程表
12 10 8 6 月

7 12 10 8 日

工 木 木 木 曜

延
岡
市

諸
塚
村

日
向
市

西
郷
村

姦
壽
村

手
帳
診
断
実
施

手
帳
診
断
実
施

摘
要

　
こ
の
巡
回
相
談
を
受
け
る
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
予
約
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
日
程
に
よ
っ
て
判
定
内
容

等
に
違
い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前

に
役
場
福
祉
生
活
課
ま
で
、
お
問
い

合
せ
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

児
童
手
当
と
は

　
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
庭
に

お
け
る
生
活
の
安
定
と
、
児
童
の
健

全
な
育
成
及
び
資
質
の
向
上
を
目
的

と
し
た
も
の
で
す
。

児
童
手
当
を
受
給
で
き
る
の
は

　
三
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
人
で
、
前
年
二
月
か
ら
五
月
分

ま
で
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一
定
額

未
満
の
場
合
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

請
求
の
方
法
は

　
児
童
手
当
認
定
請
求
書
を
役
場
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
支

給
は
、
認
定
請
求
の
翌
月
分
か
ら
と

な
り
ま
す
。

児
童
手
当
現
況
届
と
は

　
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
が
、
毎

年
六
月
中
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る

も
の
で
す
。

　
こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お

け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手
当
を

引
き
続
き
受
給
す
る
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

※
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
六
月

分
以
降
の
手
当
の
支
給
が
差
し
止
め

ら
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
く
は

　
役
場
福
祉
生
活
課
福
祉
係
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

公
民
館
対
抗

畑
の
捧
撚
H
肋
大
会

★
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
6
月
4
日
午
前
8
時
か
ら

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
外

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
日
時
　
6
月
1
8
日
午
前
8
時
か
ら

▽
場
所
　
町
中
央
公
民
館
外

町
消
防
操
法
大
会

▽
日
時

▽
場
所

6
月
2
5
日
（
日
）

午
前
8
時
3
0
分
開
会

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

役
所
に
対
す
る

苦
情
や
要
望
な
ど
は

行
政
相
談
委
員
へ

　
総
務
庁
の
行
政
相
談
委
員
に
四
月

】
日
付
で
、
山
口
俊
一
さ
ん
（
仲
深

陥
・
電
話
六
九
i
七
六
五
五
）
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
役
所
の
仕
事

に
つ
い
て

　
①
こ
の
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
の

　
　
だ
が
…
…

　
②
処
理
が
ま
ち
が
っ
て
い
る

　
③
苦
情
を
申
し
出
た
が
そ
の
措

　
　
置
に
納
得
で
き
な
い

　
④
ど
こ
へ
相
談
し
た
ら
よ
い
か

　
　
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
苦
情
、
要
望
、
意
見
、
問
い

合
わ
せ
を
受
け
付
け
、
住
民
と
役
所

の
間
に
立
っ
て
、
公
平
・
中
立
な
立

場
か
ら
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
年
金
、
福
祉
、
労
働
、

公
害
、
道
路
、
交
通
安
全
、
登
記
、

役
所
の
窓
口
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
い
つ

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
自
宅
で
も
毎

日
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
定
例

的
に
行
政
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

o
定
例
の
行
政
相
談
所

　
日
時
一
毎
月
第
3
水
曜
日

　
　
　
　
9
時
か
ら
1
5
時
ま
で

場
所
　
役
場
2
階
会
議
室

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
6
月
2
0
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
一
期

国
民
健
康
保
険
税
一
一
期

　
　
　
※
納
期
は
六
月
三
十
日
ま
で

善
急
・
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の

た
め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〔
5
月
2
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
〕

◎
仲
深
の
大
石
マ
ス
子
さ
ん
か
ら

（
清
さ
ん
・
8
4
歳
ご
逝
去
）

◎
寺
迫
の
川
野
浩
さ
ん
か
ら

（
二
吉
さ
ん
・
8
5
歳
ご
逝
去
）

◎
京
都
の
大
久
保
宗
利
さ
ん
か
ら

（
宝
市
さ
ん
・
8
0
歳
ご
逝
去
）

◎
小
野
田
の
小
田
裕
三
さ
ん
か
ら

（
都
甲
妙
子
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
三
豊
の
三
浦
力
蔵
さ
ん
か
ら

（
道
行
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
糸
平
紀
一
さ
ん
か
ら

（
政
夫
さ
ん
・
8
3
歳
ご
逝
去
）

◎
福
瀬
の
松
田
満
夫
さ
ん
か
ら

（
サ
エ
子
さ
ん
・
7
4
歳
ご
逝
去
）

■

■
一
■

t

●

　
　
（
四
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

川 長 松 糸 都 三 大 山 氏 死 婚 前 黒 糸 矢 赤

（（一（
ち

野 渡 田 平 甲 浦 石 元 亡 日山 塗若 山渦 岡梅
氏
姻 田 木 平 野 や

二
吉
俊
子

サ
工
子
政
夫
妙
子
道
行 清
武
義
名
萱
稿
野田

ｭ

木林

｢義

口尾

�P

田田

ｯ裕

お
幸
せ

あ
や
み
華
純
理
沙
敬
将

窮
氏
名

85 74 74 83 74 74 84 82 年
を
祈 代亙 美裕 紀弘 子治

名
に
利 康 孝

一塁
歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢 り

ま
幸 信 夫 彦看

寺 福 福 福 小 仲 仲 越 住 す 延 福 鶴 小 仲 鶴 福 門 住 迫 鶴 福 鶴 住
野 所 岡 野 野 野 川 野 野 野

迫 瀬 瀬 瀬 田 深 深 表 市 瀬 内 田 深 内 瀬 町 所 内 内 瀬 内 所

訂

正

　
5
月
号
戸
籍
だ
よ
り
の
婚
姻
で
、

横
山
雅
隆
さ
ん
・
植
野
千
鶴
さ
ん
の

住
所
が
坪
谷
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
仲
深
の
誤
り
で
し
た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲2111㈹まで〉
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